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１．自動走行の定義とロードマップ 

１ 

2015年 

情報提供型 

レベル２ 

レベル３ 

レベル４ 
 （完全自動走行） 

運転者への注意喚起等 

加速・操舵・制動のうち 
複数の操作を同時に 
システムが行う状態 

レベル１ 
加速・操舵・制動のいずれかを 
システムが行う状態 

実用化済み 

加速・操舵・制動全てをシス
テムが行う状態。 

ただし、システムが要請した
ときはドライバーが対応する 

加速・操舵・制動 
全てをドライバー 
以外が行い、 
ドライバーが 
全く関与しない状態 

2010年代半ばに実用化 

2020年代前半に実用化？ 

2020年代後半以降に試用開始？ 

＜全レベル共通の課題＞ 
 

 研究開発（周辺環境認識技術、
セキュリティ技術、機能安全技術、
HMI（Human Machine Interface）等） 

 社会受容性の検証 
 実用化した技術の普及促進 等 

2020年 2025年 2030年 

いずれレベル２に移行？ 

※１：公道におけるレベル４等が実現している地域は現時点では存在しない。国連の場等で一部議論は始まっているが、慎重な意見が少なくない。 

※２：例えば、走行する範囲をある閉鎖領域に限定すれば、制度環境整備が不要な場合もありうる。 

＜レベル３，４に特有の課題＞ 
 

 ニーズの明確化 

 ニーズを踏まえた技術、ビジネス
モデルの検討 

 制度環境整備の必要性の検討 
     （事故時の責任関係を含む） 

※２ 

＜レベル２～４に共通の課題＞ 
 

 インフラ（路車間通信、 
  クラウドサービスによる地図等） 

※１ 



２．内閣府ＳＩＰ（戦略的イノベーション創造プログラム） 

２ 

地図情報の高度化 

システムセキュリティ強化 

センシング能力の向上（走行映像データベース構築） 

 詳細な道路情報 
高精度地図 
 （車線レベルの道路，交差点，ICなど） 
交通ルール 
ランドマーク 
交通事故多発地点 

 

 道路交通状況 
渋滞情報 
交通信号機点灯状態 
道路工事，事故現場 
天気 
駐車場空き情報 
路面情報（凍結，ｳｪｯﾄ） 

 

 他車／バイク／歩行者  等 



３．社会的課題の解決に向けた自動走行技術の活用イメージ 

３ 

自動
駐車 

都市 都市 

苦手な操作のカバー、 
都市部等における駐車場の有効活用 

急な体調不良への対応 

デッドマン 
システム 

 突然の体調不良時
に、自動で安全な場
所に待避。 

 追突等の二次災害
も防止。 

 多くのユーザーが苦手
に感じる駐車の自動化。 

 駐車場事故の防止、駐
車スペースの有効活用
（駐車可能台数拡大）
に貢献。 

※これらのイメージは、レベル２以下で実現できる可能性もある。 

※例えば、走行する範囲をある閉鎖領域に限定すれば、制度環境整備が不要な場合もありうる。 

最大目的である交通事故（国内年間交通事故死者数４,１１３人（平成２６年））の低減に加え・・・ 

隊列
走行 

ドライバー不足解消、CO2排出量削減 地方等における高齢者等の移動手段の確保 

新交通 
システム 

 前方の車両を自
動で追尾。 

 ドライバー不足解
消、省エネ、CO2

排出量削減等に
貢献。 

 公共交通の乏しい
地域における高齢
者や観光客等の
移動手段確保。 

 高齢者のQOL
（quality of life）向
上等に貢献。 

地方 



（参考）海外における取組例 

４ 

Daimler F015 Google Car 

出典：City Mobil 2 HP 

Daimler Future Truck 2025 City Mobil 2 （EUの研究開発PJ） 

出典：Google Official Blog 

2015年1月のCES（Consumer Electronics Show）で発表。運転席や助手席が 

回転し、後部座席と向き合うことができるコンセプトカー（実現時期不明）。 

（レベル４？） 

出典：Daimler HP 

2014年7月に発表された走行中のメールチェック等を可能とするトラック
（実現時期不明）。（レベル３？） 

2014年5月に公表されたハンドルやペダルのないGoogle Car。 

（レベル４？） 

EUによる自動走行の研究開発PJの一つ。サルデーニャ島等において
実車を導入して研究中（～2016年）。（レベル４？） 



（参考）自動走行を取り巻く環境の変化  

５ 

ITの進化を背景とする自動走行技術の発展に伴い、①システム開発力等に強みを持つ欧州サプライヤの影響力の拡
大、②データ収集やコンピューティングパワーに強みを持つIT企業が画像認識技術等のキーテクノロジー開発に参入、

③自動走行に必要となる情報（デジタル地図等）や車両情報を他分野とも共有するデータプラットフォームの形成と
いった変化が起こりうる。 

サプライヤ 自動車メーカー データプラットフォーム 他産業 

 
 
 

？ 
？ 

IT企業 

？ 

？ 

？ etc. 

日系 日系 

欧米系 
欧米系 

①欧州ｻﾌﾟﾗｲﾔの
影響力拡大 

②ｷｰﾃｸﾉﾛｼﾞｰへの
IT企業の参入 

保険 

緊急通報 

ﾍﾙｽｹｱ? 

HEMS? 

スマホ 

？ 

テレマ

ティクス
サービス
センター 

テレマ

ティクス
サービス
センター 

③ﾃﾞｰﾀﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ
の形成 

http://www.google.co.jp/url?url=http://www.logoeps.com/baidu-logo-vector/4076/&rct=j&frm=1&q=&esrc=s&sa=U&ei=td7lVLmnAYjh8AWuwYHoDA&ved=0CBwQ9QEwAw&usg=AFQjCNHPfzh2-IxVwrTNwBUdJNI5JeccsQ
http://www.google.co.jp/url?url=http://plaza.rakuten.co.jp/get123/diary/200711050001/&rct=j&frm=1&q=&esrc=s&sa=U&ei=PfPIVMvsPMTKmwWauYHACA&ved=0CBgQ9QEwAQ&usg=AFQjCNECtjci0FDJ4SeJtuqwPZaqsLwP-g
http://www.google.co.jp/url?url=http://here.com/abouthere/&rct=j&frm=1&q=&esrc=s&sa=U&ei=2N3kVIHhIOa_mAXnkILwAQ&ved=0CBoQ9QEwAg&usg=AFQjCNFXH5RZZp0c-ZPSaiFveUaE_a7QAA
http://www.google.co.jp/url?url=http://www.pursuit-kids.info/index.php?main_page%3Dindex%26manufacturers_id%3D24&rct=j&frm=1&q=&esrc=s&sa=U&ei=-26zVNO6BMn18QWXiYC4Bw&ved=0CBYQ9QEwAA&usg=AFQjCNHC2XG8PIuUNc64acCCpyVbKwo8Og


 
○２月２７日（金）に第１回を開催。 
○基準を中心にルール策定を主導する国交省自動車局と共催（製造局長と自動車局長の私的研究会） 
○自動車メーカー、サプライヤと有識者で構成。 

【政府としての取組の方向性】 

②キーテクノロジー 
へのIT企業への参入 

【想定される変化】 

①欧州サプライヤの 
影響力拡大 

③データプラット 
フォームの形成 

（想定される変化の背景） 

キーテクノロジーである画像認識技術等の
高度化手段として注目されるディープラー
ニングについては、データ収集やコンピュー
ティングパワーに勝るIT企業が競争力を有
する可能性あり。 
 
（対応の方向性） 

 業界で共用可能な走行映像データベー
スを構築する仕組みの整備。 

 ディープラーニング等に関する共同研究
開発の強化。 

（想定される変化の背景） 

自動走行に必要となる情報（例えば、自己
位置推定のためのデジタル地図）や自動車
の情報を他分野にも共有するプラットフォー
ムについて、欧米企業は積極的に活動。デ
ファクト化される可能性あり。 
 
（対応の方向性） 

 我が国としてもデジタル地図の試作や検
証、ビジネスモデル検討を行うとともに、
国際標準化等を通じて海外勢との連携
を図る。 

（想定される変化の背景） 

システム開発力に優れる欧州サプライヤは、
自動車メーカーのニーズやルールを先取り
した早期開発・実績充実・大量導入で競争
力を拡大。 
 
（対応の方向性） 

 我が国としても自動走行の将来像につい
て検討を加速するとともに、ルール（基
準・標準）策定プロセスに戦略的に関与。 

 協調領域と競争領域の整理と協調領域
における共同開発等の推進、並びに、こ
れを支える産産・産学連携の促進。 

自動走行ビジネス検討会 

６ 

（参考）自動走行を取り巻く環境の変化  


